
JP 2011-23732 A5 2013.4.18

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成25年4月18日(2013.4.18)

【公開番号】特開2011-23732(P2011-23732A)
【公開日】平成23年2月3日(2011.2.3)
【年通号数】公開・登録公報2011-005
【出願番号】特願2010-198832(P2010-198832)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/79     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４１０　
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｊ
   Ｃ０９Ｋ  11/79    ＣＰＲ　

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月5日(2013.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　波長変換材料としての蛍光体と樹脂との混合物であって、該蛍光体が、酸化物、酸窒化
物、窒化物からなる群から選ばれる少なくとも１種以上の蛍光体であって、且つ、半導体
発光素子からの可視光により励起される２種類以上の蛍光体の混合物からなり、該混合物
が、第１の蛍光体と、第１の蛍光体からの発光を吸収し得る第１の蛍光体とは異なる下記
一般式（３）で示される第２の蛍光体を含有し、第１の蛍光体を蛍光体の混合物に対して
重量百分率で８５％以上含有し、
　３８０～４８０ｎｍの可視域にピーク波長を有する半導体発光素子で発光させた場合の
第１の蛍光体の発光ピーク波長Ｌ１が５００ｎｍ≦Ｌ１≦５４０ｎｍの範囲であり、且つ
、第２の蛍光体の発光ピーク波長Ｌ２が６１０ｎｍ≦Ｌ２≦６７０ｎｍの範囲であり、
　前記半導体発光素子からの発光と、該半導体発光素子からの発光により照射されること
により励起される該蛍光体の混合物からの発光との合成光が白色を示す
ことを特徴とする蛍光体と樹脂との混合物。
　　ＭaＡbＤcＥdＸe　　　　　　（３）
（式（３）中、
Ｍは、Ｅｕであり、
Ａは、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａからなる群から選ばれる１種または２種以上の元素であり
、
Ｄは、Ｓｉであり、
Ｅは、Ａｌであり、
Ｘは、Ｏ、Ｎからなる群から選ばれる１種または２種以上の元素であり、
ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅの値は、
０．００００１≦ａ≦０．１
ａ＋ｂ＝１
０．５≦ｃ≦１．８
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０．５≦ｄ≦１．８
０．８×（２／３＋４／３×ｃ＋ｄ）≦ｅ
ｅ≦１．２×（２／３＋４／３×ｃ＋ｄ）
の条件を全て満たす値から選ばれる。）
【請求項２】
　前記半導体発光素子からの発光により照射される際の蛍光体混合物からの発光の色度座
標値（ｘ、ｙ）が、ＣＩＥ色度座標における色度座標値で（０．４５０、０．３５０）、
（０．５５０、０．４５０）、（０．４００、０．６００）、（０．３００、０．５００
）を頂点とする四辺形で囲まれる範囲となる
ことを特徴とする請求項１に記載の蛍光体と樹脂との混合物。
【請求項３】
　前記式（３）中、少なくとも、Ａ元素にＣａを含み、Ｘ元素にＮを含むことを特徴とす
る請求項１又は２に記載蛍光体と樹脂との混合物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の蛍光体と樹脂との混合物を硬化させたことを特徴
とする混合物の硬化物。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の蛍光体と樹脂との混合物、又は、請求項４に記載
の硬化物を用いたことを特徴とする白色発光装置。
【請求項６】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の蛍光体と樹脂との混合物、又は、請求項４に記載
の硬化物を用いた
ことを特徴とする照明装置。
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